
お客様がどこの誰だか分からない場合も多い店頭販売よりも、個人情報を把握しているネット販売のほうがアフターフォローは確実だと感じている

「この国で買えないならよその国で !」 と購入者が安い輸入品に流れたらそれこそ危険だと思うのですが。

ネットで注文すると履歴が残リイ可時に何処で何を買つたかなどの管理ができるので困つたときには以前買つたお店に相談できる。
お客様の多くは 1度は店頭で購入したことがあるものと同じ商品を時間の都合で買い物に出かけられないなどの理由でネットで購入してるようです。_       ~三 二 三 二 三 二  ■
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大量購入、大量服用を問題にされておりますが、実店舗でも複数店を買いまわれば同じ事では?酉己置薬の大量配置ははたして安全なのか ?
薬を悪用する人は、ネットであろうがドラッグストアであろうがどんな方法を使つてでも入手して悪用します。なぜコンビニやドラッグストアが安全で、国
家資格を持つた我々薬剤師が行う通信販売のみが否定されるのか全く理解できません。

医薬品を適正に便用していただく為に、対面販売というのは有効ですが、インターネット等の通信販売も店舗側の努力で対面販売と同等のお客様
とのやり取りは可能だと思います。

医療では、遠隔医療や電子カルテ、ネットレセプトの義務化など、ネットなくしては業務ができないようにしているのになぜ、販売だけ規制するのか理

解に苦しむ。

セルフメディケーションを推進しながら、遠方の方や体が不自由な方からその方法を奪うのは何故でしょうか?

「セルフメデケーション」というが、資格者や行政の判断で、選択するのでなく、あくまでも、国民が、自らの判断で選択することでないのかと思う

厚生労働省が推進してこられたセルフメデイケーションの主役は消費者 (生活者)で或る事を加味しましてもこのような省令が発布されますと、矛盾
が生じお客様の健康に弊害が発生することが考えられます。

最近になって、ご高齢者及び体の不自由な方がネット販売をご利用いただき、たいへん感謝されているのを感じておりますので、そのような方々にと
つて、せつかくの良い環境を壊してしまうのはどうかと思います。

「近所の薬局が無くなって困つてた」「買い物のたびに子供に車を出してもらうのが気が引ける」という声が驚くほど多く時代を感じる。こちらの想像以
上に、社会的に必要とされお役に立ててるという実感が非常に強い。

実店舗でもお年寄りが乳母車を押してやっとの思いでご来店される姿を見るにつけ、

医薬品の販売は今後よリー層必要とされるであろうと感じる。

もっと喜ばれるのは高齢者からです。多くの高齢者が身体を考えて漢方薬を好まれます。

比較的街の中で生活されている方は薬を購入されやすいですが、田舎の方に行くに従つて薬屋さん・ドラックストアーも近くに無く購入するのが容易く
ないです。(田 舎に行くにつれて高齢者の方々が多いのも現実ですし、また一番薬を必要としているのも高齢者の方々だと思います。

り

日本中の薬局で同じような光景があるのかと思うと、通販による



薬局・薬店が 1・ Okm圏内に不在の地域
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一般用医薬品のインターネット販売における安全策について
(業界ルール案)

説明資料

NPO法人日本オンラインドラッグ協会

楽天株式会社

平成21年 2月 24日

序 医薬品のネット販売の安全・安心を担保するために必要なこと

一般用医薬品のインターネット販売の安全・安心を担保するためには、インターネット販売に携わる薬

店・薬局が取り組むべき対策を明確にする必要がある。しかしながら、現時点においては、一般用医薬品

のインターネット販売の状況は十分に把握されているとはいえず、今後、より多くの事業者白関係者による

検討が必要となると考えている。

そこで今回、業界全体が守るべきルールの検討のための素案として本案を提出するものである。本案改

正薬事法で要求されている事項以外の事項については、今後、科学的視点から医薬品の安全性情報提

供のあり方を評価しつつ、店舗販売における対応状況をふまえ、店舗販売口通信販売を問わず、販売経路

全体の最善の販売体制を確立するという観点から具体的に対応内容を確定していくこととする。

■ 業界全体として取り組むべきこと

・ ネット販売の届出

・ 医薬品の陳列における安全策

・ 販売における安全策

・ 販売後の安全策

・ 安全策の実効性を担保する対策

と
電
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明強化された業務手順

事業者による自主ガイドライン

業界全体として取り組む安全策を以下に示す
２９
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業界ルールの素案を策定するにあたり、以下の3つを基本方針とした。

業界ルール素案策定の基本方針

健康維持における

一般用医薬品の位置づけ

【一般用医薬品の役割とは】
本来、健康は医薬品に頼らず維持してい
くもので、一般用医薬品といえども、安易
な使用は行うべきでは無いことを念頭に、
適正な販売を行うことを念頭においた。

【一般用医薬品の意義】
一般用医薬品、いわゆる市販薬であるが
ゆえに、購入者と使用者が必ずしも一致
し得ないことを前提とした制度設計を目指
した。

薬局口店舗・専門家の

果たすべき役割

【健康被害の未然防止】
購入者、使用者の安全・安心を最優先し、
禁忌事項に該当する等健康被害が生じる
リスクが高いと考えられる場合は当該医
薬品は販売しないような措置を講じた。

【ネットの優位性の積極活用】
専門家の能力に依存する人的対策のみ
ならず、機械的な仕組による安全策も組
み合わせて、安心感を高めることを目指し
た。

【トレーサビリティ】
各店舗が業務手順を定め公開するととも
に、販売概況を公開することで、不測の事
態が生じた際にもその責任の所在や過失
の有無の検証が可能となることを念頭に
おいた。

薬局□店舗“専門家の

社会的な責任

【教育啓発的効果】
購入プロセス全体を通じて、消費者が医薬
品の本質そのものに対する理解を深めら
れるよう1こ配慮した。

【積極開示による健全性の確保】
販売状況を積極開示すること「こより、業界
全体の健全性を確保し、安心感を高めるこ
とを意識した。

【抑止力】
自主ルールゆえに法的強制力はないもの
の、諸情報を積極的に公開することで透明
性を高め、事業者に対する抑止力となるこ
とを期待した。

【継続性、持続可能性】
一過性の取り組みではなく、中長期にわた
り遂行可能なものであるとともに、継続的
改善を図れるものとした。

懸念事項一覧

前出の3つに対応した、想定懸念事項は以下のとおり

【健康維持における一般用医薬品の位置づけ】
●『使用者の情報や状態をどうやって把握するのか?』

【薬局・店舗・専門家の果たすべき役割】
●『違法販売サイト、個人輸入サイトとの区別をどうするのか?』

●『どんな内容が掲示されていれば信頼できるのか?』

●『専門家の実在性をどのように確認するのか?』

。『各医薬品の注意事項等をどのように説明するのか?』

●『購入者の買間等に対しては誰がどのように対応するのか?』

●『注文に対する販売可否の判断は誰が行うのか?』

●『禁忌事項に該当する者が医薬品を購入しようとしたらどうするのか?』

●『過剰購入、大量購入への対処策は?』

●『同一店舗における、頻回購入への対策はどうするのか?』

●『使用時(後 )に異常を感したら?』

【薬局□店舗口専門家の社会的な責任】

●『医薬品とその他商品を混同、誤用することはないのか?』

●『不適切販売を行う店への対策は?』

0『健康被害の未然防止のためにどうしたらよいか?』



届出制

●『違法販売サイト、個人輸入サイトと区別をどうするのか?』

制の導入と掲示

違法販売サイト、個人輸入サイトと区別をどうするのか ?』

薬局日店舗のサイト上で、都道府県等への届出済であることを確認できるようにします。
一対応する専門家の情報も掲示します。
一公のサイト上でも届出済みである旨を掲示し、実在性をもあわせて確認できるよ引こします。

例 1)下記の情報の記壷を基務づ I十るぉ

(|)届出済み¬

(受領印のある」

薬事法に基づく表記

。『どんな内容が掲示されていれば信頼できるのか?』

薬局・店舗において掲示しなければならない事項は、サイHこもわかりやす〈掲示します。
1.薬局・店舗の管理及運営に関する事項

2.一般用医薬品の販売制度に関する事項

|「薬事法に基づく表記』
|

①

②

③

　

④

1薬 局・店舗の管理及び運営に国する事瑾

許可の区分 医薬品一般販売業
店舗等開設許可証の記載事項
・店舗等開設者 ケンコーコム株式会社
・店舗等の名称 ドラッグケンコーコム
・所在地 福岡県飯塚市XXXXXXX

許可番号 第 4-号 業(一般販売業)

許可年月日 平成 16年 5月 3日
・郵便等販売の方法 インターネッHこよる販売
店舗等の管理者の氏名
・ 管理薬剤師 Ю∝ H
店舗等に勤務する案剤師又は登録販売者の別、氏名
・薬剤師 Ю∝ 滑α

⑥ 取り扱う医薬品の区分
・第一類医薬品、第二類医薬品、第三類医薬品

⑥ 当該店舗等に勤務する者の着衣、名札等による区別
・ 薬剤師  白衣を着用し、名札に案剤師と表示
・登録販売者 白衣を着用し、名札に登録販売者と表示

② 営業時間及び営業時間外に相談に対応することができる時間
・営業時間 平口 9:0併 17:00
・営業時間外に相談に対応することができる時間

平 日 17:00卜 18:00

③ 緊急時や相談時の連絡先
・ 緊急時:090-XXXX‐ MX(薬 剤師 ― )

2-般用医薬品の臣売傷度に目する暮酉

① 第一類医薬品、第二類医薬品及び第二類医薬品の定義及び解説
・第一類医薬品とは
。第二類医薬品とは
。第三類医薬品とは、

② 第一類医薬品、第二類医薬品及び第三類医薬品の表示

③ 第一類医薬品、第二類医薬品及び第三類医薬品の情報提供

④ 指定第二類医薬品に関する陳列等についての解説

⑤ 医薬品の陳列に関する解説

⑥ 相談時の対応方法に関する解説

② 健康被害救済制度に関する解説

③ 苦情相談窓口に関する情報
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